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ネムの花

ダイエー壱岐店前で実施された啓発活動

カラオケのステージで義父と共演する宝亀さん

vol.5

大好き！壱岐！
紹介「しまおこし人」

郷ノ浦町・宝亀 継吾さん（34）

現在の社会は、地球の自然・環境を資源として築かれています。その結果、森林は伐
採され、石油など化石燃料の消費などによるに温暖化がすすみ、海面上昇により沈み
ゆく島や土地、消えゆく命があるなかで、様々な資源、エネルギーをいまだに奪い合い、
深刻な事態に陥っている現実が存在し、特に、東日本大震災の原発事故の発生で、原
子力の見えない影響に疑心暗鬼となり、それまで良好だったコミュニケイションが奪
われてしまう事態も発生しています。環境の日、環境月間を契機に、「未来の生命」に
ついて考え、「自然・生命の和、循環」に根差したそれぞれの場でできる行動、活動が
強く望まれ、今この瞬間からも求められ、迫られています。

大切なのは、一人ひとりが、新しい「緑」、美しい「青」にめざめること

６月は「環境月間」

　
「
大
好
き
！
壱
岐
！
紹
介
『
し

ま
お
こ
し
人
』」、
こ
の
コ
ー

ナ
ー
は
、
「
愛
す
る
壱
岐
の
島

の
島
お
こ
し
、
今
以
上
に
住
み

よ
い
島
に
な
っ
て
い
く
た
め

に
、
何
か
役
立
て
る
自
分
で
あ

り
た
い
」
と
、
様
々
に
活
動
や

行
動
を
起
こ
し
て
い
る
若
者
た

ち
や
市
民
を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
で
す
。

―
―
―
―
―
＊
―
―
―
―
―

　
第
５
回
目
の

今
回
は
、
「
仕
事

を
し
な
が
ら
音

楽
活
動
を
す
る

仲
間
た
ち
が
皆

で
集
ま
っ
て
楽

し
め
る
よ
う
な

『
場
』
を
作
り
た

い
。
そ
う
し
た

活
動
の
一
端
が

人
々
・
島
の
活

性
化
に
つ
な
が

れ
ば
」
「
仕
事
を

し
な
が
ら
だ
と

い
ろ
い
ろ
と
大

変
な
こ
と
も
多

い
。
と
に
か
く

始
め
た
ら
最
後

ま
で
や
る
。
『
昔

は
し
て
い
ま
し
た
』
で
は
な
く
、

『
今
も
し
て
い
る
』
と
言
う
こ
と

が
と
て
も
大
切
。
夢
を
抱
き
な
が

ら
好
き
な
こ
と
を
し
続
け
て
」
な

ど
と
話
し
た
郷
ノ
浦
町
、
レ
ス
ト

ラ
ン
「
愛
ら
ん
ど
」
の
シ
ェ
フ
・

久
間
英
明
さ
ん
＝
芦
辺
町
＝
か
ら

の
紹
介
で
、
地
元
の
商
店
連
盟
や

組
合
な
ど
で
活
躍
す
る
郷
ノ
浦

町
、
ふ
れ
あ
い
通
り
に
あ
る
衣
料

品
店
「
宝
亀
」
の
宝
亀
継
吾
さ
ん

（
34
）。

ド
ラ
ム

　
高
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
で

打
楽
器
を
担
当
、
進
学
し
た
大

学
で
も
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
に
入

部
し
打
楽
器
セ
ク
シ
ョ
ン
へ
。

ド
ラ
ム
と
の
付
き
合
い
は
15
歳

の
時
に
ス
タ
ー
ト
。
お
よ
そ
20

年
を
経
た
現
在
も
、
ド
ラ
ム
に

か
け
る
情
熱
、
気
持
ち
は
全
く

変
わ
ら
な
い
と
い
う
。

　
そ
の
ド
ラ
ム
が
縁
で
、
学
生

時
代
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
・
打

楽
器
担
当
の
後
輩
、
夫
人
の
智

子
さ
ん
と
、
打
楽
器
セ
ク
シ
ョ

ン
の
同
窓
会
的
集
り
で
再
会
し

昨
秋
に
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
た
。

　
ド
ラ
ム
は
大
学
卒
業
後
、
壱

岐
へ
戻
り
家
業
や
町
内
の
事
を

す
る
う
ち
、
高
校
生
の
頃
は
何

も
気
に
せ
ず
、
思
い
っ
き
り
叩

い
て
い
た
ド
ラ
ム
の
音
量
が
、

近
所
迷
惑
に

な
っ
て
い
た
の

で
は
？
と
思
わ

れ
、
お
よ
そ
１

年
間
の
ブ
ラ
ン

ク
を
経
験
。

　
久
間
さ
ん
か

ら
「
止
め
る
の

は
も
っ
た
い
な

い
」
な
ど
と
、

10
年
く
ら
い
前

に
誘
わ
れ
て
以

来
、
「
Ｋ
Ｕ
Ｍ

Ａ
バ
ン
ド
」
の

ド
ラ
ム
を
担

当
、
自
分
た
ち

の
演
奏
で
、
聴

き
に
来
て
く
れ

た
人
た
ち
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
、
明
日
の
力
に

な
る
よ
う
な
、
素
敵
な
時
間
に

な
れ
ば
―
と
ラ
イ
ブ
に
臨
ん
で

お
り
、
演
奏
し
て
い
る
そ
う
。

地
元
に
こ
だ
わ
っ
て

　
そ
ろ
そ
ろ
大
き
い
コ
ン
サ
ー

ト
、
ラ
イ
ブ
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
そ
う
で
、
以
前
、
福
岡

の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
か
ら
誘
わ
れ

た
こ
と
も
あ
る
が
、
壱
岐
で
ラ

イ
ブ
を
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ

る
と
断
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
地

元
で
の
活
動
に
こ
だ
わ
っ
て
い

る
と
い
う
。

　
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
に
も
は

い
っ
て
お
り
、
ス
テ
ー
ジ
で
は

歌
の
他
に
「
抱
腹
絶
倒
・
壱
州

弁
寸
劇
」
な
ど
披
露
、
「
僕
ら

の
寸
劇
を
喜
ん
で
く
れ
る
人
た

ち
が
い
て
く
れ
の
を
見
る
と
、

元
気
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と

で
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
、
こ
の
感
覚
の
中
に
、

地
元
で
の
活
動
の
意
義
が
あ
る

よ
う
に
思
っ
て
い
る
」
「
バ
ン

ド
の
ラ
イ
ブ
、
カ
ラ
オ
ケ
の
ス

テ
ー
ジ
、
ど
ち
ら
も
音
楽
。
音

楽
に
は
力
が
あ
る
。
地
域
貢
献

の
ひ
と
つ
に
な
る
は
ず
」
と
も
。

山
笠

　
消
防
団
の
市
大
会
が
終
わ
る

と
、
郷
ノ
浦
は
「
山
籠
も
り
」

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
山
笠
（
７

月
29
日
、
前
夜
祭
28
日
）
に
か

か
わ
り
、
入
れ
込
ん
だ
毎
日
が

や
っ
て
く
る
。

　
不
景
気
で
厳
し
さ
が
増
す

ば
か
り
で
、
今
で
は
そ
れ
が

当
た
り
前
の
よ
う
な
現
状

が
あ
る
。
そ
ん
な
様
々
に
世

知
辛
い
世
の
中
で
、
山
笠
の

「
ヨ
ー
カ
イ
タ
！
ヨ
ー
カ
イ

タ
！
」
の
掛
け
声
に
、
皆
を

励
ま
し
、
地
域
振
興
の
願
い

を
込
め
て
頑
張
り
た
い
。

音
楽
、
ド
ラ
ム
と
の
出
合
い
に

感
謝

　
音
楽
を
き
っ
か
け
に
結
婚
を

し
、
寄
り
添
う
人
が
い
て
く
れ

る
と
い
う
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ

を
知
っ
た
。
そ
れ
は
や
る
気
の

源
。
本
当
に
音
楽
、
ド
ラ
ム
と

の
出
会
い
に
感
謝
し
て
い
る
。

あなたがいる　
　 わたしがいる
　　  未来がある

本
年
度
　
男
女

共
同
参
画
週
間

　
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局

の
本
年
度
「
男
女
共
同
参
画

週
間
」
が
23
日
か
ら
29
日
ま

で
、
「
あ
な
た
が
い
る
　
わ
た

し
が
い
る
　
未
来
が
あ
る
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
、
「
男
女

共
同
参
画
に
よ
る
日
本
再
生
」

を
重
点
に
実
施
さ
れ
た
。

　
男
性
と
女
性
が
職
場
で
、
学

校
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能

力
を
発
揮
で
き
る
社
会
の
実

現
の
た
め
に
は
、
国
民
一
人
ひ

と
り
の
取
り
組
み
が
必
要
で

す
―
と
、
同
週
間
期
間
中
は
あ

ち
こ
ち
で
様
々
な
取
り
組
み

が
実
施
さ
れ
、
本
市
で
も
市
同

推
進
懇
話
会
、
市
企
画
振
興
部

政
策
企
画
課
が
23
日
、
芦
辺

町
、
ダ
イ
エ
ー
壱
岐
店
前
と
石

田
町
、
マ
リ
ン
パ
ル
壱
岐
前

で
、
同
週
間
を
ア
ピ
ー
ル
、
男

女
参
画
と
同
週
間
の
意
義
な

ど
訴
え
る
啓
発
活
動
を
実
施

し
た
。

　
芦
辺
町
の
会
場
で
啓
発
活
動

を
行
っ
た
市
同
政
策
企
画
課
労

働
班
・
坂
本
史
子
副
主
任
は
、

「
今
回
で
４
回
目
の
啓
発
活
動

に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
く
ら
い

し
か
男
女
共
同
参
画
の
社
会
づ

く
り
に
つ
い
て
訴
え
る
機
会
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
趣
旨
は

定
着
し
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま

す
」
な
ど
と
話
し
た
。

◎
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

　
男
女
が
社
会
の
対
等
な
構
成

員
と
し
て
、
自
ら
の
意
志
に

よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
お
け
る
活
動
に
参
画
す
る
機

会
が
確
保
さ
れ
、
も
っ
て
男
女

が
均
等
に
政
治
的
、
経
済
的
、

社
会
的
及
び
文
化
的
利
益
を
享

受
す
る
事
が
で
き
、
か
つ
、
共

に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会
。

男
女
共
同
参
画
社
会
を

　
　
　

実
現
す
る
た
め
の
５
本
の
柱

【
基
本
理
念
】

①
男
女
の
人
権
の
尊
重

　
男
女
の
個
人
と
し
て
の
個
性
を

重
ん
じ
、
男
女
の
差
別
を
な
く
し

男
性
も
女
性
も
ひ
と
り
の
人
間
と

し
て
能
力
を
発
揮
で
き
る
機
会
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
社
会
に
お
け
る
制
度
ま
た
は

慣
行
に
つ
い
て
の
配
慮

　
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
に

と
ら
わ
れ
ず
、
男
女
が
様
々
な

活
動
が
で
き
る
よ
う
に
社
会
の

制
度
や
慣
行
の
在
り
方
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

③
政
策
等
の
立
案
及
び
決
定
へ

の
共
同
参
画

　
男
女
が
社
会
の
対
等
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
お
い
て
方
針
の
決
定
に
参

画
で
き
る
機
会
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
。

④
家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動
と

他
の
活
動
の
両
立

　
男
女
が
対
等
な
家
族
の
構
成

員
と
し
て
、
互
い
に
協
力
し
、

社
会
の
支
援
も
受
け
、
家
族
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
な
が

ら
、
仕
事
や
学
習
、
地
域
活
動

等
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要

が
あ
る
。

⑤
国
際
的
協
調

　
男
女
共
同
参
画
づ
く
り
の
た

め
に
、
国
際
社
会
と
共
に
歩
む

こ
と
も
大
切
。
他
の
国
々
や
国

際
機
関
と
相
互
に
協
力
し
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。

８
月
11
日
午
後
7
時
開
演

「
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｍ
Ｉ　

Ｌ
ａ
ｄ
ｙ
―
Ａ
」
来
演

一
支
国
博
物
館
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
芦
辺
町
、
一
支
国
博
物
館
主

催
（
本
紙
な
ど
協
賛
）
の
サ
マ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
が
８
月
11
日
午
後

７
時
（
開
演
）
か
ら
、
同
博
物

館
３
階
・
屋
外
展
望
広
場
で
、

福
岡
出
身
の
女
性
シ
ン
ガ
ー
・

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
「
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｍ

Ｉ
　
Ｌ
ａ
ｄ
ｙ
―
Ａ
」
さ
ん
を

招
い
て
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
さ
ん
は
、
ソ
ウ

ル
、
ジ
ャ
ズ
、
ゴ
ス
ペ
ル
、
演

歌
、
童
謡
と
、
ジ
ャ
ン
ル
を
超

え
て
音
楽
を
表
現
、
ア
メ
リ
カ

の
有
名
な
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
に
出

演
し
た
り
、
フ
ラ
ン
ス
や
ベ
ル

ギ
ー
、
韓
国
で
コ
ン
サ
ー
ト
ツ

ア
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、
国
内

外
で
活
躍
、
有
名
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
の
共
演
も
多
く
、
注
目
さ

れ
て
い
る
実
力
派
の
ボ
ー
カ
リ

ス
ト
と
い
う
。

　
今
回
の
壱
岐
で
の
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
、
ピ
ア
ノ
な
ど
の
伴
奏

に
よ
り
▽
ま
た
君
に
恋
し
て
る

▽
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス

▽
蘇
州
夜
曲
▽
見
上
げ
て
ご
ら

ん
夜
の
星
を
―
な
ど
、
夕
暮
れ

の
壱
岐
の
島
を
バ
ッ
ク
に
そ
の

歌
声
を
披
露
、
豊
か
な
表
現
力

で
タ
ッ
プ
リ
と
聞
か
せ
る
。

　
チ
ケ
ッ
ト
は
、
前
売
り
１
，

０
０
０
円
、
当
日
１
，
５
０
０

円
、
年
間
パ
ス
８
０
０
円
（
２

枚
ま
で
）
で
、
今
月
21
日
か
ら

博
物
館
１
階
受
付
で
取
り
扱
っ

て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
な
ど
詳
し
く

は
博
物
館
（
電
話
０
９
２
０

―
45
―
２
７
３
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
９
２
０
―
45
―
２
７
４
９
）

へ
。


